
土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）

調 査 名

事業名または工事名

調査目的及び調査対象

青少年野外活動センター・こども村測量及び地質調査業務

建築  構造物基礎

ボ ー リ ン グ 名 調査位置 北 緯Bor.No.1 広島県広島市安佐北区大字小河内 地内 34°34′39.30″

発 注 機 関 調査期間 東 経広島市 令和07年07月04日～令和07年07月09日 132°25′57.25″

調 査 業 者 名 主任技師
現 場

代 理 人

コ ア

鑑 定 者

ボーリン

グ責任者
株式会社セトウチ 清水 浩二 藤原 泰介 森岡 達也 地質調査技士

登録番号 第19989号

松田 博志

孔 口 標 高 角

度

方

位

地
盤
勾
配

使
用
機
種

試 錐 機

総 削 孔 長 エンジン ポ ン プ
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東邦地下工機 D2-K

ヤンマー NFD13 東邦地下工機 BG-3C
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粒径不均一な砂が主体。φ50mm程度以
下の礫，植物片を混入。含水は少な
い。

細砂～中砂が主体。
シルトを不均質に多く混入。
φ5mm程度以下の細礫が点在。
所々φ20mm以下の亜角礫を少量混入。
植物片，植物根を混入。
含水は中位。

旧表土。上部10cm程度は有機質なシル
トが主体。φ20mm程度以下の少量の
礫，黒色の腐植物が混入。

粒径不均一な砂が主体。
細粒分を不均質に多く混入し，所々細
粒分優勢となる。
φ5mm程度以下の細礫が混入。
含水は少ない。

細砂が主体。
細粒分を少量混入。
含水は少ない。

強風化し極軟質。砂質土状コア。
岩組織はやや明瞭から不明瞭で，岩芯
まで強風化する。
コアは指圧により容易に崩れて砂質土
状となる。
岩級区分はDL級。

風化・軟質。砂礫状～岩片状コアが主
体。
見かけ棒状だが，手で砕けて砂礫状と
なる。
岩組織は明瞭に見られるが，岩芯まで
風化する。
亀裂は消失または亀裂面は褐色化す
る。
岩級区分はDM級。
GL-15.4m以深は，岩片状コアが主体。

風化し岩片，L=5～10cm程度の柱状コ
アが主体。
コア肌はやや粗く，褐色を帯びる。
亀裂面は褐色化。部分的に亀裂に沿っ
て礫状を呈す。
岩級区分はDH～CL級。

孔

内

水

位

／

測

定

年

月

日

7/7
2.18

7/8
5.08

7/9
5.76

試 料 採 取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室

内

試

験

2.15

2.48
1P-2 - 物理

4.00

4.52

1P-4 - 物理

6.15

6.47
1P-6 - 物理

7.15

7.45
1P-7 - 物理

9.15

9.45
1P-9 - 物理

削

孔

月

日

7/4

7/7

7/8

標

尺

(m)

標

高

(m)

深

度

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

412.43 0.40

407.03 5.80

406.33 6.50

403.83 9.00

403.13 9.70

399.98 12.85

396.93 15.90

394.83 18.00

Ｎ

値

標 準 貫 入 試 験

100mmごと

の打撃回数

深

度

(m)

0

～

100

100

～

200

200

～

300

打

撃

ご

と

の

貫

入

量

回

の

貫

入

量

50 自

沈

時

の

貫

入

量

N  値

0 10 20 30 40 50

1.25

1.55
2 2 1

130 130 40
5

300
5

2.15

2.48
1 1 2

130
4

330
4

3.15

3.47
1 1 1

120
3

320
3

4.00

4.52
0

520
0

520

5200

5.00

5.48
0

480
0

480

4800

6.15

6.47
1 1 2

130 90
4

320
4

7.15

7.45
2 2 3 7

300
7

8.15

8.45
3 3 3 9

300
9

9.15

9.45
4 3 3 10

300
10

10.15

10.45
3 4 5 12

300
12

11.15

11.45
6 6 6 18

300
18

12.15

12.45
8 7 10 25

300
25

13.15

13.35
29 31 60

200
90

14.15

14.35
25 31 4

0
60
200

90

15.15

15.41
15 25 20

60
60
260

69

16.00
16.01

60
10

60
10

1800

17.00
17.00

60
0

60
0

∞

18.00
18.00

60
0

60
0

∞



 



土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）

調 査 名

事業名または工事名

調査目的及び調査対象

青少年野外活動センター・こども村測量及び地質調査業務

建築  構造物基礎

ボ ー リ ン グ 名 調査位置 北 緯Bor.No.2 広島県広島市安佐北区大字小河内 地内 34°34′37.70″

発 注 機 関 調査期間 東 経広島市 令和07年07月10日～令和07年07月11日 132°25′55.93″

調 査 業 者 名 主任技師
現 場

代 理 人

コ ア

鑑 定 者

ボーリン

グ責任者
株式会社セトウチ 清水 浩二 藤原 泰介 森岡 達也 地質調査技士

登録番号 第19989号

松田 博志

孔 口 標 高 角

度

方

位

地
盤
勾
配

使
用
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種

試 錐 機

総 削 孔 長 エンジン ポ ン プ
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東邦地下工機 D2-K

ヤンマー NFD13 東邦地下工機 BG-3C
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粒度不均一な砂が主体。
φ50㎜程度以下の亜角礫，植物片を混
入。含水は少ない。
強風化し軟質。砂質土状コア。岩組織
は不明瞭で岩芯まで強風化する。コア
は指圧で容易に崩れて砂質土状とな
る。岩級区分はDL級。
強風化し軟質。礫混じり土砂状コア。
岩組織は不明瞭～やや明瞭で岩芯まで
強風化する。岩級区分はDM級。
風化し中硬質。岩片状～10cm程度の柱
状コア主体。コア肌はやや粗く，薄く
褐色を帯びる。岩級区分はCL級。
GL-2.75～3.10m間は花崗斑岩が貫入。
強風化・軟質。礫混じり土砂状コア。
岩級区分はDM級。

風化・中硬質。岩片～L=10cm程度以下
の柱状コアが主体。
コア肌はやや粗く部分的に滑らか。
亀裂面は褐色化する。
岩級区分はDH～CL級。
GL-6.15～6.60mはひん岩が貫入。
GL-6.9m以深は砂質土～岩片状コア。
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土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）

調 査 名

事業名または工事名

調査目的及び調査対象

青少年野外活動センター・こども村測量及び地質調査業務

建築  構造物基礎

ボ ー リ ン グ 名 調査位置 北 緯Bor.No.3 広島県広島市安佐北区大字小河内 地内 34°34′38.15″

発 注 機 関 調査期間 東 経広島市 令和07年06月30日～令和07年07月03日 132°25′58.02″

調 査 業 者 名 主任技師
現 場

代 理 人

コ ア

鑑 定 者

ボーリン

グ責任者
株式会社セトウチ 清水 浩二 藤原 泰介 森岡 達也 地質調査技士

登録番号 第19989号

松田 博志

孔 口 標 高 角

度

方

位

地
盤
勾
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使
用
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試 錐 機
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東邦地下工機 D2-K

ヤンマー NFD13 東邦地下工機 BG-3C
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粒度不均一な中砂～粗砂が主体。
全体的に細粒分を少量混入。
φ10㎜～φ40㎜程度の角礫を混入。
含水は少ない。

砂優勢と粘土優勢の層の互層状。
全体に植物根を混入。
含水はやや多い。

旧表土。粘性は中位。φ5mm以下の細
礫と腐植物を混入。含水は少ない。
粒径不均一な砂が主体。全体に細粒分
を多く混入する。φ30mm以下程度の亜
角～角礫を混入。含水はやや多い。
粒度不均一な細砂～中砂が主体。
細粒分を全体的に多く混入。
含水は少ない

強風化・極軟質。砂質土状コア。
岩組織はやや明瞭だが，岩芯まで強風
化する。
コアは指圧で容易に崩れて砂質土状と
なる。
部分的に岩片状に風化残りが見られ
る。
岩級区分はDL級。
GL-11.65～12.0mはひん岩の強風化が
貫入する。

強風化・軟質～中硬質。礫混じり砂状
～岩片状コアが主体。
岩片の亀裂面は褐色化する。
岩級区分はDM級。
GL-12.4～13.0m間は岩片状～柱状コア
主体で部分的に硬質となる。
GL-14.24～15.6m間は岩片状～短柱状
コア。

風化・中硬質。岩片状～L＝10cm程度
の柱状コアが主体。コア肌は粗く褐色
を帯びる。亀裂面は褐色～黒灰色化。
全体的に密着した亀裂が多く見られ
る。岩級区分はDH～CL級。
GL-16.55m 以深はひん岩が貫入し，岩
片状コアが主体。見かけ柱状だが，一
部指圧によって容易に崩れて砂状とな
る部分を挟む。
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